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令和７年度 木材の利用の促進に関する県の施策の実施状況 (概要版)

○ 県では、平成28年４月に施行した秋田県木材利用促進条例に基づき、木材利用の促
進に関する施策を総合的に推進し、県内の林業及び木材産業の振興による本県経済の
活性化を図ることとしており、以下の体系により具体的な施策に取り組みました。

■ 木材利用促進のための施策の体系

1 木材の利用の促進のために具体的に取り組む施策

(1) 木材の優先利用の促進のための施策

① ウッドファーストの推進

② 県民に対する木材利用の意義の普及啓発と情報発信の強化

③ 木育の推進

2 木材の利用の促進に必要な技術の開発のための施策

① 秋田県立大学木材高度加工研究所等での技術開発と企業への技術移転の推進

② 産学官連携等による新たな木質部材や新製品の開発

3 木材の利用の促進に必要な人材の育成のための施策

① 新たな木質部材等の普及展開による人材の育成

② 新たな木質部材や県産木材を活用した木造建築への取組

当概要版は、秋田県木材利用促進条例第15条に基づく「木材の利用の促進に関する県
の施策の実施状況」の概要をまとめたものです。

(2) 県産木材の利用の促進のための施策

① 公共部門での木材の優先利用の促進

② 民間部門での木材の優先利用の促進

③ 県産木材の需要拡大のために必要な供給体制づくりの促進

(3) 県産木材製品の国内販売及び輸出の促進のための施策

① 県外での県産木材製品の需要の拡大

② 海外への県産木材製品の販路の拡大
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1 木材の利用の促進のために具体的に取り組む施策

（１） 木材の優先利用の促進のための施策

① ウッドファーストの推進

• 木造・木質化のモデルとなる優れた建築物を県民や建
築関係者に広く紹介する「ウッドファーストあきた木造・
木質化建築賞」を実施した。

• 小学生の森林学習の教材として、森林のはたらきと木
材の利用に関する副読本「あきたの森林」を作成し、小
学校や特別支援学校を中心とする教育関係機関に配
布した。

② 県民に対する木材利用の意義の普及啓発と情報発信の強化

イ) ＳＮＳによる情報発信

• 県公式Instagram（森と木の国あきた）において、木材利用に関する情報発信
を行った。

ア) 秋田県県産木材利用推進功労者表彰

• 県産材利用に関する活動が顕著な団体等の活動事例を県民に広く紹介し、県産
材利用を一層促進するため、「早口木材株式会社」を功労者に選定し、男鹿市で
開催された「水と緑の森林祭」において表彰した。

ウ) 県産材利用に係る二酸化炭素固定量の認証

• 県外で県産材の利用・普及に取り組む住宅メーカーが建築した住宅の二酸化炭
素固定量を認証し、認証書を発行した。

③ 木育の推進

• 秋田県水と緑の森づくり税事業を活用し、幼稚園や小・中学校などが実施する木育
活動に対し支援を行った。

Instagramに掲載した記事

第６回 ウッドファーストあきた
木造・木質化建築賞 受賞作品

秋田市立日新小学校

（画像提供： ㈱近代建築社）
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（２） 県産木材の利用の促進のための施策

① 公共部門での木材の優先利用の促進

ア) 公共施設での木材の優先利用

• 令和７年度に県が整備した３施設のうち、２施設で木
造化を図った。

イ) 土木分野での木材の優先利用

• 公共事業を中心に、県産木材を使用した木製残存型
枠を用いて、治山ダム工や土留工などが施工された。

② 民間部門での木材の優先利用の促進

ア) 住宅分野での木材の優先利用

• 県内で新築住宅を建築する２７グループが実施した
構造材や下地材での県産材利用を高める取り組みに
支援した。

イ) 非住宅分野での木材の優先利用

• 民間施設においても、内装や什器、屋外に県産材を
使用した施設整備が行われ、温もりや安らぎを感じる
魅力的な空間が整備された。

③ 県産木材の需要拡大のために必要な供給体制づくり
の促進

• 森林資源をムダなく利用する木材の供給体制づくりの
ため、木材加工流通施設等の導入を支援した。

④ 県産木材を活用した新製品開発の促進

• (公財)秋田県木材加工推進機構では、秋田県立大学 木材高度加工研究所の協力
を得ながら、強度や耐火など木材に関する性能試験を行った。

導入された施設の例
(裏溝加工機械)

県産木材を使用した
土木施設の例（土留工）

北秋田警察署 鷹巣南警察官駐在所

ウ) 公用調達での木材の優先利用

• 県庁内に、県産の木材を使った打ち合わせテーブ
ルセットを導入した。

屋外での使用例
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（３） 県産木材製品の国内販売及び輸出の促進のための施策

① 県外住宅での県産木材製品の需要拡大

• 「あきた材パートナー」に登録されている県外の住宅メーカーが、県外の１７都府県
において、構造材や内装材などに県産木材製品を使用した住宅を建築した。

② 県外での県産木材製品の需要拡大のためのプロモーション活動などの実施

• 県産材のブランド力の強化を図るため、県産材による様々な製品の展示会を開催
した。

③ 海外への県産木材製品の販路の拡大

• 台湾への輸出体制を整備するため、内装材等の販路開拓に向けたプロモーション
活動を行った。

県産材を使った製品の展示

2 木材の利用の促進に必要な技術の開発のための施策

② 産学官連携等による新たな木質部材の開発や新製品の開発

• 県、秋田県立大学、木材加工企業、建材商社などが連携して開発した木質耐火部
材（２時間耐火性能）が令和4年度に国土交通大臣の認定を受けた後、90分耐火
部材の開発に取り組んでおり、令和７年度に梁材の大臣認定を取得した。

① 秋田県立大学木材高度加工研究所等での技術開発と企業への技術移転の推進

• 秋田県立大学秋田木材高度加工研究所は、秋
田スギを原料とした木粉入り複合樹脂を用い、
国内の自動車メーカーの協力を得て、小型電
気自動車「あきたもくまる」を開発した。

台北国際建築建材展
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3 木材の利用の促進に必要な人材の育成のための施策

① 新たな木質部材等の普及展開による人材の育成

• 木材利用に精通した建築人材を育成するため、県内の建築士、建築技術者、市町
村職員等を対象としたセミナーを４回開催した。

• 若手建築人材の木材への関心を高めるため、建築を学ぶ学生を対象に木材利用
提案コンクールを開催した。

② 新たな木質部材や県産木材を活用した木造建築への取組

• 能代市は、外枠が鉄筋コンクリート造りで、内部を木造とするハイブリッド型の断熱
性能に優れた市営住宅を建築した。

木材利用提案コンクールの受賞作品

能代市営万町住宅

最優秀賞 ：魅力の広がり
～駅前から地域へ，人から人へ～

優秀賞 ：巡る


